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道を導入した入れ子型空間になった
コーポラティブ住宅
－西神アーサヒルズと萱島ネイキッドスクエア－

はじめに
　本稿では「道を導入し入れ子型空間になったコーポラ
ティブ住宅」として 2 つの事例を取り上げ、道との関係
を主眼にしてコーポラティブ住宅の空間の見直しを試み
る。
　一つ目の事例は、神戸市の西神ニュータウンにある「西
神アーサヒルズ」で、118 戸のコーポラティブ団地であ
る。住宅・都市整備公団（当時）の事業として 1988 年
に企画をスタート、1992 年に入居というバブル経済期
まっただ中の時期に完成した。敷地面積は約 1.1ha、7
棟の建物で構成されており、各棟の計画をコーポラティ
ブ住宅の設計経験のある建築事務所が担当した。配置計
画の特徴は、敷地中央に道路に相当する通路を貫通させ
て、各住棟をその通路に面する配置としていることであ
る。
　二つ目の事例は、寝屋川市の「萱島新町家ネイキッド
スクエア」で、37 戸（40 区画）のコーポラティブ住宅

である。大阪府住宅供給公社が事業主体となり、コー
プ推進協議会とヘキサが事業を推進して建設された。
1996 年に企画を開始して、1999 年に完成入居した建
物である。敷地面積は約 4ha、3 階建て、高さ 10m の
3 階建ての住棟で構成されている。事業は 1984 年に承
認を受けた萱島東地区密集市街地整備計画の一部として
進められ、多くの課題を都市レベル、事業レベル、街レ
ベル、住戸集合レベル、住戸レベルの各フェーズで検討
されて完成した事業である。
　奇しくもこれら 2 つの事例は、敷地あたりの住戸密度
が類似していて約 100㎡／ 1 戸であるが、屋外空間のス
ケール、特に敷地内の道空間の成り立ちが異なっている。
萱島ネイキッドスクエアでは、屋外空間が密に組み立て
られていて敷地に入るとある種の緊張感が伴う。一方の
西神アーサヒルズでは、団地規模の大きさも作用してい
るが、性格の異なった住棟や住棟間広場が通路に沿って
連続した、ゆとりある団地空間である。

パネルディスカッションの様子 パネリスト

図 1.「西神アーサヒルズ」の道空間 図 2.「萱島ネイキッドスクエア」の道空間
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■西神アーサヒルズ
　一般的な団地のように広場を取っ
て住棟を配置するのでなく、西神アー
サヒルズでは東経 135 度の子午線を
基軸にして貫通させた敷地内通路（図

３，５、６，７）にそって住棟が配置
されており、団地の住棟並みを街並
風景と認識して都市性の表現をしよ
うと意図されている。だから住棟形
式は単体で完結せずに、人が回遊し、
隣接住棟に触手を伸ばして繋がると
いう意識が通底している。
　118 戸という大規模なコーポラ
ティブ住宅の住人が、7 つの管理組
織の住棟に分かれて住まい、最低限
の帰属意識を共有して共和制を維持
するためには、空間の共有意識が重
要だという設計者間の認識があった。
このことは自己の団地と隣の団地と
の関係も同じなので、集会所は規模
を大きめに作り、面する広場は緑道
を介して公団分譲団地に向かい合う
計画を行っている。つながり広がる
居住空間というコンセプトの西神
アーサヒルズは開放的であった。

　図８のゲートは、前面道路に面す
る形で設置されているが、当初はな
かったが竣工後居住者によってつけ
られた。図９のバス停前の広場は、
そこを通って敷地内の広場や集会所
前（図 10）に通じており、さらには
隣接の公団分譲団地へアクセスでき
る。しかし、居住者の事情では広場
に入られないようにフェンスが設け
られた。集会所前の広場にもフェン
スがつけられている（図 11）。
　管理上の理由や安全のために結界
を設けるのは当然のことである。し
かし過剰と思えるような手摺や柵を
つけて、自らに制限を課して愉快さ
を減じていることも多い。西神アー
サヒルズの現在から、公共性と責任
への問いかけを与えられた気がする。

所在地：神戸市西区春日台 3-2
地域・地区：第 2 種住居専用地域（建ぺい率
　200%、容積率 60%）
敷地面積：1 万 1297㎡
建築面積：4550㎡
延床面積：1 万 3290㎡
発注者：西神コープタウン建設組合
事業主体：住宅・都市整備公団関西支社
企画推進・設計者：
　全体コーディネート：コープ住宅推進協議
　　会関西支部（事務局・COM 計画研究所）
　プロセスコーディネート：高田昇
　設計コーディネート：安原秀
　コミュニティ計画：広沢真佐子
　住棟設計：SD 設計室、生活空間研究所、茶
　　屋建築事務所、平賀久生建築研究所、い
　　るか設計集団、ヘキサ
　ランドスケープ：青木保次郎
総戸数：118 戸

表 1. 西神アーサヒルズの概要

図 3. 西神アーサヒルズの配置図

図 4. 前面道路からの全景 図 6. 構内通路の様子

図 5. 南側の進入路 図 7. 構内通路の様子

図 10. 集会所前の広場

図 11. 緑道との間のフェンス

図 8. 竣工後に設置されたゲート

図 9. バス停前の広場とフェンス
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■萱島ネイキッドスクエア
　寝屋川市は 1950 年代に 3 万人程
度だった人口が 1975 年頃には 26
万人に急増した。地域が大企業の生
産拠点になったことによる発展であ
るが、成長の矛盾として市内に木造
狭小住宅の密集地域が発生した。市
は＜良好な住宅・住環境の整備・防
災性の向上＞を図ることを 1984 年
から密集住宅市街地整備促進事業と

宅 で な く 容 積 118%（ 許 容 200%）
の長屋建て・3 階建て住宅を可能に
した（図 19）。戸建てでもなくマン
ションでもない接地型住宅である。
　街レベルの課題では、囲み型、街
路形成型の住宅形式を創り出して、
生活道路、緑道、親水公園の整備と
一体になる表現を行っている。
　住戸集合レベルの課題では、敷地
内に構内通路を巡らせて両側街をつ
くるビルディングタイプを創りあげ
ている（図 20）。通路と敷地の周辺

して推進した。大規模工場跡地等を
活用する拠点的開発地区では先行し
て低所得者を対象にした公的住宅建
設が行われたが、地元住民との協議
で多種多様な人々が住む街を目指す
という確認があって、住宅供給公社
は地価を顕在化させない定期借地で
土地を供給して住人が住居を共同建
設するコーポラティブ住宅（萱島新
町屋ネイキッドスクエア）を特定優
良賃貸住宅建設、道路整備、河川敷
の公園化と一体で事業化した（図
12）。 敷 地 は 工 場 跡 地 で（ 図 16）、
周辺は狭隘道路や水路であった（図
17）。
　都市レベルの計画課題は住宅密集
市街地での住環境、すなわち既存の
街のスケールを突然に破壊しないこ
とであり、連続する部分は低層が望
ましい。不十分だった生活道路を、
地域の軸線を明確にしながら整備す
ことが大切であり、住居形状は道路
を形成する要素と考える。防災拠点
としての視点からは遮炎不燃建築で、
一時避難のための空地を確保する。
　事業レベルの課題では、地上権 60
年の一般定期借地方式は、土地代の
顕在化を押さえ（通常地価の約 1/2）
低所得の人の入居可能性を高めなが
ら、低層住宅が広がる地域に中層住

図 18. 萱島ネイキッドスクエアの全景

図 19. 北側道路からの全景

図 15. 萱島ネイキッドスクエアの東西断面図

表 2. 萱島ネイキッドスクエアの概要

所在地：寝屋川市萱島南町
敷地面積：4,084.01㎡
建築面積：1,885.07㎡（46％）
延床面積：4,809.77㎡（118％）
用途：集合住宅
戸数：37 戸（40 区画）
建築構造：RM 造壁式構造、長屋建地上
　3 階（2 重壁）
事業企画：大阪府住宅供給公社
事業推進：コープ住宅推進協議会（ヘキ
　サ）
計画総括：ヘキサ
住戸設計：ヘキサ、集工房、A.O.AZUMA、
　一尾晋司建築総合研究所、E.P. 空間設
　計舎、生活建築工房、NEO GEO、時愉
　空間、THX
構造設計：石井建築事務所
設備設計：アスク設備設計事務所

図 12. 萱島ネイキッドスクエアの配置図

図 13. 萱島ネイキッドスクエアの 1 階平面図

図 14. 萱島ネイキッドスクエアの 2 階平面図

図 16. 建設前の敷地の様子

図 17. 建設前の敷地周辺の様子
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道路との接続部にはトンネル形状の
心理的結界を設けて（図 21,22）、ノ
ンゲートによる帰属意識の形成を目
指している。通路の結び目の中央広
場は平素は駐車場として個人所有・
管理をしているが、祝祭的な行事に
際しては開放して共用空間として使
用する（図 24）。

　住戸レベルの課題では、庭付き最
高高さ 10 メートル 3 階建住居の範
囲内で戸別自由設計を行った。1 階
のレベルでは、住戸、専用庭、構内
通路、駐車場が連続する形になって
いるが（図 13,15）、2 階レベルでは
住戸は繋がっている（図 14）。住戸
ごとに 1 階にエントランスと専用庭
を持つ形になっており、建築基準法
上は 1 棟の建物でありながら、登記
上は 1 戸建て扱いの、不思議形状の
長屋である。
　その他の課題を取り上げると、共
用部は構内通路とゴミ置場のみで、
専用部は住戸部分と各戸 1 台の駐車
場と専用庭である。共用部が非常に
少なく管理は簡明である。
　駐車場は「共用広場」として使用
する協定を結んで共通認識を持つよ
うに配慮している（図 24,25,26）。
　住戸空間の形成に関しては、構内
通路のスケールが重要である。通路

幅 は 4.5m で 住 戸 壁 面 の 高 さ 10m
の形状はイタリアの山岳都市と類
似したプロポーションである（図
15,20）。これらの結果から連続する
周辺地域の住宅群とのスケール感が
保たれている。
　構造体は吸水率の低い特殊ブロッ
ク（200mm）を素地で使用した壁
式構造（RM 工法）を採用している。
密集市街地の中で、居住者が存在す
る状態での再開発を考える場合する、
施工のスケールを小さくすることが
非常に重要であり、コンクリートブ
ロック工法は不燃化構造として普遍
性があると考えているが、対雨水性
能を今一歩改良した工法が要る。
　屋上と専用庭、構内通路での緑化
と一部の壁面緑化は都市的空間での
扱いを意識したものであり、自主管
理が適切に行われている。敷地南側
の緑道は、樹木もよく育ち、地域住
民にとっての気持ち良い散策道と
なっている（図 27）。緑道は市公園
課の管理下にあるが、直面するネイ
キッドスクエアの住人が部分的に随
時手入れをしており、境界を明確に
しない管理の考え方が芽生えている
下町の良さを評価したい。

図 21. 南側の緑道沿いのエントランス

図 22. 北側道路沿いのエントランス

図 23. 駐車場への進入路

( 講演 :2015 年 12 月 8 日 )

図 27. 南側緑道の様子
図 20. 敷地内の空地の様子

図 24. 敷地内の駐車場と通路の様子

図 25. 敷地内の通路でのパーティの様子

図 26. 敷地内の通路でのパーティの様子


